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　日本精蝋は、2029
年に創業100周年を

たゆまぬ探究で社会に奉仕する
ワックスの総合メーカー

日本精蠟株式会社
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2022年 日本精蠟株式会社徳山工場 CSR報告書
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第１章 環境報告の基礎情報

第２章 環境報告の記載事項



■ 報告対象範囲 
  日本精蠟株式会社   

■ 報告対象期間
  原則として2021年1月〜2021年12月 （一部対象期間外の活動も含みます）

■  大気汚染、水質汚濁、PRTR、産業廃棄物、マテリアル収支
  環境省「環境報告ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（2018年度版）」

■ お問い合わせ先
  日本精蠟株式会社   http：//www.seiro.co.jp
  技術部環境保安課            TEL:0834-84-0323  FAX：0834-84-0860

  本報告書に関するご意見・ご質問は上記までお願い致します。
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編集方針

編集方針
 当社は、環境への取り組み、社会的活動の取り組みをより多くのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰの皆様にご理解い
ただくために2008年から「環境報告書」を発行してきました。2013年度からは、CSR全体の概
念を包含し「CSR報告書」としております。
 この報告書を通じて、ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰの皆様とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを深め、CSR活動の推進に向けて今後も積
極的に取り組んでいきます。

報告に当たっての基本要件
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  沿  革

 目  標 

専業メーカーとして業界世界一と信頼され、必要とされる会社となる

 行動指針（3C）  

企業理念体系

 企業理念

現場力の強い、本質のぶれない会社 

歴史の積み重ねを誇りとし、人財を育み、未来に繋ぎ、お客様に信頼され続ける会社

時間、環境を大切にし、仕事を楽しみ、やりがいを感じ、一人一人が輝ける会社

1929（昭和4）年
南満州鉄道の
子会社として設立

1951（昭和26）年
在外資産の管理を解かれ
資本金620万円をもって新会社設立

1963（昭和38）年
東京証券取引所 市場第2部に上場
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挑戦

1945（昭和20）年
終戦により在外資産のため
GHQの管理下に置かれ旧会社閉鎖



 日
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企業理念体系

 沿 革

2021（令和3）年
開発研究ｾﾝﾀｰを徳山工場へ統合
研究・試験棟完成

2017（平成29）年
分子蒸留装置増設完工
（庄の浦工場）

2014（平成26）年
ﾀｲ現地法人
Nippon Seiro（Thailand）Co.,Ltdを設立

2011（平成23）年
開発研究ｾﾝﾀｰつくば分室開設

1976（昭和51）年
化成品製造装置完成

2000（平成12）年
分子蒸留装置新設（打上工場）

1984（昭和59）年
減圧蒸留装置完成

1977（昭和52）年
顆粒成型装置完成

1971（昭和46）年
資本金11億2,000万円に増資

1972（昭和47）年
溶剤脱油装置完成

2008（平成20）年
つくば事業所設置
食品添加物製造設備新設
ﾃｸﾉﾜｯｸｽ株式会社を設立

【現在】
中期経営計画

（2021年‐2024年）
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経営責任者のコミットメント

 当社の使命は、これからもお客様の課題を解決するﾜｯｸｽ製品を開発し、永く安定的にご提供す
ることです。そして、ﾜｯｸｽ事業を通じて当社ｸﾞﾙｰﾌﾟで働く全ての従業員に働き甲斐と心身の健康
を提供することです。
これからもﾜｯｸｽ一筋、徳山から世界へ”NIPPON SEIRO"ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを発信してゆきます。
応援して下さい、どうぞ宜しくお願い致します。

 当社は、わが国唯一のﾜｯｸｽ専業ﾒｰｶｰです。時代と共に変化し多様化するお客様のﾆｰｽﾞにお応え
すべく、創業の地山口県徳山を皮切りに、茨城県つくば、東南ｱｼﾞｱのﾀｲへとﾜｯｸｽ製造拠点を拡張
してまいりました。現在”NIPPON SEIRO"製品は世界約30ヵ国のﾜｯｸｽﾕｰｻﾞｰにその品質を認めら
れ、お使いいただいております。

 日本精蝋は、2029年に創業100周年を迎えます。その生い立ちは戦前、戦略物資であるﾜｯｸｽと
燃料油の国産化政策の下に設立された国策会社でした。戦後1951年、民間企業として生まれ変
わってからは、ひたすらお客様のご要望に耳を傾け、ﾜｯｸｽの用途開拓と品質向上に研鑽を積んで
まいりました。いまやﾜｯｸｽは、幅広い産業分野、生活消費財分野に無くてはならない重要な素材
なのです。

 トップメッセージ

日本精蠟株式会社
代表取締役社長

今野 卓也

高
機
能
・
高
品
質
製
品

脱重油



【会社の機関の基本説明】
 （1）取締役会・経営執行会議

 （2）監査役会

 （3）顧問弁護士

【ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制 模式図】

 大気汚染、水質汚濁、PRTR、産業廃棄物、マテリアル収支
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コーポレート･ガバナンス

 激変する経営環境と社会的要請に迅速かつ的確に対応できる意思決定、透明性の高い経営、法令並
びに企業倫理の遵守に努めて企業価値を高め、株主、顧客、取引先、従業員、地域社会等のｽﾃｰｸﾎﾙ
ﾀﾞｰに評価され信頼を得ることをｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの基本としております。

 経営の意思決定・監督機能と業務執行機能の分離および権限と責任の明確化を図るために執行
役員制度を導入し、取締役会は経営戦略・方針の決定および執行業務の監督等高度な経営判断に
専念し、経営執行会議は会社運営に関する重要な事項について、審議・決定するとともに業務執
行の全般的統制を行っております。

 監査役会は社内監査役1名、社外監査役2名で構成しており、適宜必要に応じて開催しておりま
す。各監査役は監査役会が定めた監査方針、業務分担等に従い、取締役会、経営執行会議および
重要会議への出席、重要書類の閲覧および業務執行部署への往査により、経営の透明性・客観
性・適法性を監査するとともに必要に応じて意見を述べております。

 顧問弁護士とは重要な法的課題およびｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽにかかわる事項について、必要に応じてｱﾄﾞﾊﾞ
ｲｽを受ける等適法性の確保に留意しております。

 コーポレート・ガバナンスに関する基本的考え方

 会社機関の基本説明
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② 経営情報の公正かつ正確な開示をはじめとして広く社会とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図り、社会に評価され
る透明な経営に努めます。

コンプライアンス＆リスクマネジメント

 当社は、法令遵守だけでなく、社内規則、企業倫理および社会規範の遵守に向け、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ優先
の企業風土を目指しています。

 コンプライアンスに関する基本的考え方
① 企業の社会的責任と公共的使命を常に認識し、健全かつ適切な業務運営を通じて、社会からの信

頼の維持向上に努めます。

③ あらゆる法令やﾙｰﾙを遵守し、社会規範にもとることのない、誠実かつ公正な企業活動に邁進し
ます。

④ 国際社会に通用する高い倫理観を備えた良き企業人としての使命感を持ち、経済・社会の発展に
貢献します。

⑤  当社の使命は、これからもお客様の課題を解決するﾜｯｸｽ製品を開発し、永く安定的にご提供す
ることです。そして、ﾜｯｸｽ事業を通じて当社ｸﾞﾙｰﾌﾟで働く全ての従業員に働き甲斐と心身の健康

 また、四半期毎に各部門のﾘｽｸ管理および法令遵守の実施状況について継続的に点検を行い、その
結果を経営執行会議および取締役会に報告するとともに各部署を通じて全社員への周知徹底を図る等
その実践に努めています。
 さらに、監査部署を中心に企業統治の根幹である内部統制ｼｽﾃﾑを十分に機能させ、監査役会、会計
監査人および顧問弁護士と連携のもと、法令遵守・ﾘｽｸ管理の一層の徹底を図るための諸策の推進や
内部監査の充実に努めています。

 内部通報制度
 ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽに関する問題の早期発見、解決のための「社内通報規程」を定めており、ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止や
社内通報における窓口を設置する等、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ経営の強化に努めています。

 情報管理に向けた取り組み
 営業上の機密情報や個人情報についての厳格な保全・管理が社会的に求められている中、当社は、
「情報ｼｽﾃﾑ管理運営規程」を制定し、情報管理体制を構築しています。今後も事業環境の変化に迅速
かつ的確に対応するとともに情報管理のさらなる徹底に努めています。

 リスクマネジメント

 法令遵守の実践を経営の重要課題と位置づけ、法令遵守はもとより企業倫理に則った行動の推進を
図るために、適時実施の社員教育や安全衛生中央委員会等各種委員会でその徹底に努めています。
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ISO9001 品 質 方 針

ステークホルダーエンゲージメント

 お客様とともに

 当社は、お客様のご意見・ご要望に常に真摯に耳を傾けながら、お客様にご満足いただくため、開
発設計の段階から安全・安心で高品質な製品づくりを目指し、日夜たゆまぬ努力を続けています。

 品質保証への取り組み
 当社は、お客様に安全・安心で満足していただける製品を一貫して提供し続けるため、ISO 9001認
証に基づく品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを確立し、開発・製造・販売・技術・ｻｰﾋﾞｽが一体となった品質保証活動
を効果的に実施しています。

日本精蠟はﾜｯｸｽのｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄとして、会社の歴史を誇りとし、基礎製品
から高機能製品を以て、幅広い分野において豊かな未来に貢献します。

１．多様化、変化するお客様のﾆｰｽﾞ、期待に応える製品を開発・提供します。

２．人・設備・製品・ｻｰﾋﾞｽの品質向上、技術力の向上に継続的に取り組み、
       Ｏｎｌｙ Ｏｎｅ  企業を目指します。

 お客様満足度向上に向けた取り組み

 当社は、性能・品質・納期等において、お客様のﾆｰｽﾞにあった製品を提供するだけでなく、当社の
販売・開発部門が、お客様に密接にかかわりながら、お客様の課題、要望について、お客様と対話を
しながら解決していく、ｿﾘｭｰｼｮﾝ提案型の販売活動に積極的に取り組み、お客様の満足度向上に努め
ています。 また、お客様に対し、毎年、顧客満足度調査を実施し、お客様の要望を的確に把握すると
ともに、その結果を社内にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸし、更なるお客様満足度の向上に繋げています。

３．ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽを順守し、社会に信頼される企業であり続けます。

                         2021年 1月 4日 代表取締役社長  安藤 司

 お客様とのコミュニケーション

  当社は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて最新の会社情報や製品情報を公開し、お客様がいつでも簡単に当社の情
報にｱｸｾｽできる仕組みを構築しています。更に、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞには、お問い合わせﾌｫｰﾑを設けており、お
客様からのお問い合わせが直接担当者へe-mailで送信され、対応できるようにｼｽﾃﾑ化しています。



IR情報 IR資料
  個人投資家の皆様へ   最新IR 資料
  経営情報   財務指標

    IR資料   決算短信
  IRｲﾍﾞﾝﾄ   事業報告書
  株式情報   有価証券報告書
  電子公告   ＩＲｶﾚﾝﾀﾞｰ
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 株主・投資家の皆様とのコミュニケーション

 当社は、株主・投資家の皆様をはじめ幅広いｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰに対し、適時、適切な情報開示や経営戦略
の伝達、資本市場の声のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸを行うために迅速、正確かつ公平な情報提供を行っています。

 主なIR活動としては、株主総会、下記に示した開示ﾙｰﾙに則した決算発表や有価証券報告書等があ
ります。またﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでもこれらのIR情報を積極的に提供しています。

ステークホルダーエンゲージメント

 株主・投資家の皆様とともに
 当社は、株主・投資家の皆様の視点に立った迅速かつ正確で透明性のある情報提供に努めていま
す。

 情報開示の取り組み
 当社は、経営方針、財務ﾃﾞｰﾀなどの企業情報を、株主や投資家の皆様の視点に立ち、迅速、正確か
つ公平に開示することで株主や投資家の皆様の信頼に応えるよう努めています。
 情報開示にあたっては、法定開示基準および証券取引所の定める開示規則を遵守しています。



     ボランティア活動

 
レスポンシブルケア活動
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 徳山工場周辺では、県道の草取りを定期的に実施し、地
域住民の皆様に気持ち良くご利用いただける様、道路の美
化に努めています。

ステークホルダーエンゲージメント

 地域とのコミュニケーション

 徳山工場では、工場周辺は勿論のこと、様々な環境活動
に積極的に参加し、地域への貢献を目指しています。

 毎年、鼓南小学校・鼓南中学校の児童・生徒のみなさん
とともに、「3000万人瀬戸内海ｸﾘｰﾝ大作戦」に参加してい
ます。

鼓南小学校・中学校との海岸清掃

 例年10月には周南農林事務所が主催する「水を守る森林
づくり〜まちと森と水の交流会〜」に参加し、指導林業士
や県、市、森林職員の指導のもと、広葉樹林の下草刈り、
徐伐、抜き伐り、倒木・枯木の撤去等を行い、水源の森を
整備する活動に参加しています。

地域貢献活動

ｷｬﾝﾄﾞﾙ卒業式

 周南地区環境保全協会に加盟する企業と合同で説明会を準備及び運営し、地元住民の方々にご理解
いただくよう努めています。

 地元住民の方々を対象に、毎年地元企業が開催するﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙｹｱ活動に参加しています。この活動
は私たち企業が、環境・保安・防災に関して、どのような活動を展開しているか地元住民の方々に説
明し意見交換をする場です。

 その他、地域の文化祭や運動会にも積極的に参加し、地
域との連携を図っています。

    2020年から地元小中学生の卒業式を盛り上げるために、
地元の有志と協力し、当社のﾜｯｸｽおよび地元の資源（竹）
を活用した「ｷｬﾝﾄﾞﾙ卒業式」を実施しています。今後も地
域性や当社の強みを活かした魅力を発信し、企業価値を高
めていきます。



  内定者研修   新任管理者研修
  新入社員導入教育   評価者教育
  新入社員ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ教育   管理者教育
  中堅社員教育

工程教育 技術教育
専門教育 業務研修
ISO内部監査員研修
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 教育・研修制度

ステークホルダーエンゲージメント

 従業員とともに

   当社は、人材の力を発揮できるよう各種の教育・研修制度を整えているほか、従業員が働きやすい
環境を整えるための制度の充実化を図り、ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの実現を目指しています。

 人事制度
 当社は、従業員の能力、成果、意欲を正しく評価することにより、昇級、昇格、異動、配置および
教育訓練等に積極的活用を図ることによって、従業員各自の能力および資質と士気の向上に努め、
もって人事上の処遇へ適正に反映させることを目指しています。

 当社は、従業員の健康維持・増進のため、全従業員を対象にした定期健康診断・35歳以上の生活習慣
病予防検診およびﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策として講演会の開催や年1回のｽﾄﾚｽﾁｪｯｸの取り組みを積極的に行い、従業
員の心と体の健康管理に努めています。

    当社は、職場内のOJT教育に加え、各種の階層別研修、職務別研修を行い、自己啓発支援に努めて
います。

新入社員・中堅社員 管理者

 従業員の健康管理



〈対策〉
・定期的な労働者の意識調査（仕事のやりがい等に関するもの）の実施と改善策の実行
・ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制、在宅勤務、ﾃﾚﾜｰｸ等による柔軟な働き方の実現

〈対策〉
・ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨの考えを根付かせるために、階層ごとの問題点を抽出し適確な教育を行う
・各種社内制度をわかりやすく周知し、既存制度の適確な活用を行う

〈対策〉
・日勤者についてﾉｰ残業ﾃﾞｰの取り組み等の充実を図り推進する
・ｽﾏｰﾄﾜｰｸｽﾀｲﾙの取り組みを通じて、業務の効率的な遂行と定時退社の意識づけ啓発を行う
・残業が一定時間数を超える場合の本人と上司に対する通知・ﾋｱﾘﾝｸﾞ等の実施
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 目標③ 定時退社意識の向上と定着のため、ﾉｰ残業ﾃﾞｰの取り組み等の充実を図り推進する

ステークホルダーエンゲージメント

 ワークライフバランス

 次世代育成支援対策推進法では、ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ（仕事と生活の調和）を実現する多様な働き方の整
備に取り組むことが求められており、子育てをしている労働者の職業生活と家庭生活との両立を支援
するための雇用環境の整備や、その他の従業員も含めた多様な労働条件の整備を行うことが必要と
なっています。
 当社においても「一般事業主行動計画（2020.4.1〜2025.3.31）」を策定し、従業員の仕事と子育て
両立支援について目標を掲げて、取り組んでいます。

 目標① 平均勤続勤務年数の男女差の縮小

 目標② 固定的な性別分担意識是正のため全社で意識啓蒙を行い、すべての社員がその能力を
     十分に発揮できる環境を作る



1. 原材料の調達

2. 原油価格変動

3. 需要および市況変動等

4. 金利および為替の変動

5. 災害や事故

6. 退職給付債務

7. 資産価値の変動

8. 情報の管理

9. 海外での事業活動について
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 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの従業員退職給付費用および債務は、年金資産の運用収益率や割引率などの数理計算上
の前提に基づいて計算されています。年金資産の運用環境の悪化により前提と実績に乖離が生じた場
合などは、将来の退職給付費用が増加し、当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの業績と財務状況に悪影響を及ぼす可能性があ
ります。

 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟが保有するたな卸資産、固定資産や有価証券等について、経済状況等の影響から資産価
値が低下した場合は、評価損が発生するなど、当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの経営成績および財務状況に悪影響を及ぼ
す可能性があります。

 社内情報ｼｽﾃﾑのｾｷｭﾘﾃｨｰの強化のためにｳｲﾙｽ対策等の対応に務めておりますが、地震や台風などの
自然災害等に起因して情報ｼｽﾃﾑに障害が発生する可能性があります。この場合、業務が停止する等、
生産および販売活動に支障をきたす恐れがあります。

 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟはﾀｲ王国において事業活動を行っております。そのため、予期しない政治状況の激変や
法制度の変更、さらに地政学的なﾘｽｸが内在しております。

経営責任者のコミットメント

 重要な環境課題（リスク）について

 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの製品ｺｽﾄの大半を占める原料油価格は、原油価格の動向に左右されるため、その変動
が当社のｺｽﾄに大きな影響を与えます。

 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの主製品のﾜｯｸｽ販売は、国内・海外市場の多方面で産業用素材として使われております
ので、各国経済および各業界の需要動向の影響を受けます。また、中国をはじめとする競合先の動向
に影響を受けます。重油販売は内外の市況に大きく影響されます。

 有利子負債が多いため、金利の上昇は借入ｺｽﾄの増加につながり、また、為替の変動は輸入原料のｺ
ｽﾄや輸出製品の販売に影響を与えます。

 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟは人為的操業事故や災害を未然に防止するため、定期的な設備点検等安全対策の徹底を
図っておりますが、地震や台風などの自然災害等が発生した場合は操業を停止する等の緊急措置をと
るため、生産および販売活動に影響を及ぼす可能性があります。

 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの原料油は良質なﾜｯｸｽの含有量が多い東南ｱｼﾞｱ産の原油にその多くを依存しておりま
す。原料の安定的な調達は、産出国の政策や国情により影響を受ける可能性があります。



➀“高機能・高品質製品”と“成長市場”の追求
（ﾗｲｽﾜｯｸｽ事業）

（ﾀｲﾔ向けﾜｯｸｽ事業）

（分子蒸留事業）

②徳山工場の中長期設備投資計画策定

③物流改革と削減プロジェクト
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 “脱重油”対応設備投資に加え、精製設備や蒸気ﾎﾞｲﾗｰの環境対応型への切替え、原料ﾀﾝｸや大型船専
用桟橋等の強靭化等、今後10年後の間に必要な投資・補修案件を網羅し優先順位をつけた中期的実施
計画を策定します。同時に、2029年創業100周年に向けたCO2排出削減目標設定とその具体的な実行
計画も策定します。

 有利子負債圧縮策の柱となる、たな卸資産の削減につきましては、“脱重油“方針にも沿った原料貯
蔵ﾀﾝｸそのものの削減や、流通倉庫活用・小口配送集約化等による製品在庫削減など、長年かけて作
り上げてきた物流ｼｽﾃﾑの改革と一体的に進めてまいります。

 ﾀｲ子会社業績もｺﾛﾅ禍を乗り越え黒字安定し、ｱｼﾞｱ市場におけるﾌﾟﾚｾﾞﾝｽは確立しつつあります
が、2022年度は新規開拓等によるﾎﾞﾘｭｰﾑ拡大よりも、既存顧客ﾆｰｽﾞの取りこぼしを無くし、より
高付加価値帯のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに注力いたします。

 既存顧客の新機種搭載ﾄﾅｰのﾆｰｽﾞへ着実に取り組むとともに、設備の稼働率ｱｯﾌﾟに貢献する取
り組みも継続いたします。

経営責任者のコミットメント

 重要な環境課題への対応について

 これまでの市場調査、ｻﾝﾌﾟﾙﾜｰｸを通じて充分な市場の手応えを得ており、2022年度は、設備投
資含む事業計画を策定します。
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品質への高い評価で海外でも揺るがぬ地位を確立

 日本精蝋のﾜｯｸｽは、ｱﾒﾘｶ、中南米、ｵｾｱﾆｱ、東南ｱｼﾞｱ等を中心に世界約30カ国へ輸出され、さまざ
まな用途に広く使われています。その品質の高さには定評があり、信頼できるﾒｰｶｰとしてどの地域に
おいても抜群の知名度を誇ります。今後も高い品質と安定的な供給力を活かし、さらなる需要増が見
込まれるゴム分野、複写機ﾌﾟﾘﾝﾀ（ﾄﾅｰ）分野への供給にも積極的に注力し、継続的な収益確保を目指
しています。

ビジネスモデル（当社の強み）

 国内で唯一、ワックス一筋の専業メーカー

 日本精蝋は1929年（昭和4年）、ﾜｯｸｽ（ﾛｳ）の国産化とその製造過程で得られる重油を海軍に供給
することを目的に、南満州鉄道の子会社として設立されました。1945年（昭和20年）の終戦時に閉鎖
された後、1951年（昭和26年）、新たに日本精蝋株式会社として再興。以来、石油ﾜｯｸｽを扱う国内
で唯一の専業ﾒｰｶｰとして半世紀以上にわたり、日本の産業経済の成長と発展に寄与してきました。現
在は、主に石油を原料とするﾊﾟﾗﾌｨﾝﾜｯｸｽおよびﾏｲｸﾛｸﾘｽﾀﾘﾝﾜｯｸｽを中心とした良質のﾜｯｸｽとその副製品
を製造・販売し、あらゆる分野の多彩な用途にお応えしています。

確かな技術力でハイクオリティな製品を提供

 日本精蝋の主力製品づくりを一手に引き受けているのが、山口県周南市に位置する徳山工場です。
徳山工場では設備の新鋭化を進め、長年培ってきた確かな技術力と厳しい品質管理のもと、多段式ﾌﾟ
ﾚｽ発汗法と近代的な溶剤脱油法を組み合わせた独自のﾌﾟﾛｾｽによって優れた製品を製造。こうして生
まれたﾜｯｸｽは｢ﾆﾁﾛｳ製品｣と呼ばれ、顧客の厚い信頼を得ています。また、品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの国際規
格ISO9001の認証を取得しており、品質のみならず、お客様の満足度向上のための経営管理ｼｽﾃﾑ全体
も国際規格にかなう高いﾚﾍﾞﾙにあることが認められています。
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 日本精蝋のﾜｯｸｽは、豊富なﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝと品質において、事情の異なるさまざまな国や多様なﾆｰｽﾞに幅
広く対応し、世界各国で高い評価をいただいています。あらゆる産業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化が進む中、日本精
蝋ではこれまでに得た信頼と高い品質を最大限に活かし、ますます需要の伸びが予想される世界市場
での事業展開強化に向け、販売網や供給体制、さらにはｻｰﾋﾞｽ体制の拡充に力を注いでいます。

ビジネスモデル（当社の強み）

 特殊な領域の需要に応える卓越した技術力

 日本精蝋では、ごく限られた領域で高い性能が求められるﾜｯｸｽの特殊なﾆｰｽﾞにも対応しています。
中でも、ﾀｲﾔ等の各種ｺﾞﾑ製品の老化防止には大きな成果を上げています。原料のｺﾞﾑにﾜｯｸｽを練り込
むことで、老化の原因となる大気中のｵｿﾞﾝを遮断する被膜を形成し、亀裂を防止します。その効果を
発揮する成分が温度によって異なるため、気象条件などに合わせたﾜｯｸｽ組成の微妙な調整が必要で
す。こうしたﾊｲﾚﾍﾞﾙなご要望にお応えする基盤となるのが、ﾜｯｸｽの専業ﾒｰｶｰとして素材づくりで蓄え
た経験とそこで培ってきた技術力であり、日本精蝋の最大の強みとなっています。

多彩な用途に対応する豊富なバリエーション

 日本精蝋のﾜｯｸｽは、品質の良さだけでなく、そのﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝの豊富さでも群を抜いています。とりわ
け高純度に精製された特製品と呼ばれるﾜｯｸｽは、需要の伸びも顕著な分野で大切な役割を果たしてい
ます。たとえば熱転写方式のﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝｸに用いられているﾜｯｸｽは、紙への密着度を向上させる働きがあ
ります。また、製本や合板工場のﾗｲﾝに使用されるﾜｯｸｽ系ﾎｯﾄﾒﾙﾄ接着剤は、加熱で液化させ、塗工
し、冷えて固まることで接着が完了するため、乾燥させたり、溶剤の揮発成分を飛ばしたりする必要
がありません。人や環境にやさしいことから、今後も安定した需要が期待されています。

高い知名度を活かし、グローバル事業を拡大



 ワックスは環境や人にやさしく、安全で無害

 当

優れた特性を活かし、身近な生活用品に幅広く使用されています
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ビジネスモデル（当社の強み）

ﾜｯｸｽは極めてｼﾝﾌﾟﾙな素材ですが、様々な特性を持ち、その用途は多岐にわたります。

 ﾜｯｸｽ（ﾛｳ）の歴史は古く紀元前まで遡り、その語源はｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ語の”WEAX”＝”蜜蝋”のことを指し
ています。ﾛｳｿｸが誕生した古代ｴｼﾞﾌﾟﾄ時代から近代まで、ﾛｳｿｸの原料には蜜蝋が使用されていまし
た。
 現在ﾜｯｸｽ、すなわち蝋は、一般に｢常温で固体、加熱すると液体となる有機物｣と定義され、非常に
広い意味で用いられています。昨今では持続可能な社会の実現、脱石油の観点から植物ﾜｯｸｽやﾌｨｯｼｬｰ
ﾄﾛﾌﾟｼｭﾜｯｸｽｶがより注目されています。
 日本精蝋では創業より主に石油ﾜｯｸｽの取り扱いをしてまいりましたが、ﾜｯｸｽのｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄとして石油
ﾜｯｸｽのﾉｳﾊｳを活かし、植物ﾜｯｸｽやﾌｨｯｼｬｰﾄﾛﾌﾟｼｭﾜｯｸｽ製品の開発・製造も行っています。

タイヤ

色鉛筆 ヘアワックス



 大気汚染、水質汚濁、PRTR、産業廃棄物、マテリアル収支
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ビジネスモデル（当社の強み）

 持続可能な社会の実現へ向けて

 当社は、創業以来、ﾜｯｸｽ一筋に歩んできた日本で唯一のﾜｯｸｽ専業ﾒｰｶｰです。主力製品である天
然資源から生まれたﾊﾟﾗﾌｨﾝﾜｯｸｽは、燃やしてもﾀﾞｲｵｷｼﾝを発生せず、土中の微生物によって分解
され、環境にも人にも安心で安全、無害な素材です。生分解性を持ち撥水・防水に優れたﾜｯｸｽ
は、ﾊﾟﾗﾌｨﾝ加工が施された帆布生地のｴｺﾊﾞｯｸﾞやくり返し使える蝋ﾗｯﾌﾟ等、脱ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの中でも再
び注目されています。

 また、現在当社では、長年の石油ﾜｯｸｽ製造・研究のﾉｳﾊｳを活かし、植物蝋の研究開発も盛んに
行っています。米ぬかから米油抽出の際にできる蝋分を精製したﾗｲｽﾜｯｸｽは、非可食の『ﾊﾞｲｵﾏｽ
資源』を有効活用しています。
  「私たちの事業は、社会や地球の営みとともにある」という基本に立ち、ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙな社会の実現
に向けて私たち日本精蝋ができることを、そしてﾜｯｸｽの可能性を追求してまいります。



 徳山工場は、安全衛生方針「安全は凡てに優先する」を掲げ、以下の取り組みを実施しています。

     安全衛生中央委員会

　

   5S安全パトロール

       労働災害ゼロへの取り組み（危険感受性・敢行性）

総合防災訓練
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 爆発・火災・漏洩等の緊急事態を想定した社内総合防災訓練、本部員訓練、消火隊訓練、応急隊訓
練等を実施しています。徳山工場のﾛｹｰｼｮﾝは、民家や県道、さらには海に隣接していることから、あ
らゆるｼﾅﾘｵを想定し、有事の際に備えています。
 2021年度は、総合防災訓練を12月に実施しました。訓練内容は、どこで発災するか情報を開示しな
い「ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ型訓練」とし、有事の際と同様な状況で各隊員の動きを確認しました。
 職場においては、避難訓練として、南海ﾄﾗﾌ（震度5弱以上）の地震が発生した際の持ち出しﾘｽﾄやﾏ
ﾆｭｱﾙ、避難場所までの順路等、緊急事態の対応を計画的に実施しています。

ビジネスモデル（安全）

 安全への取組み

 毎月第二水曜日（原則）に安全衛生中央委員会を開催しています。主な活動としては、労働衛生に
関することを中心に、労働災害の撲滅、健康管理に関すること等に取り組み、安全・安心の職場づく
りを目指しています。また、実際に発生した事故事例を基に、類似事故発生のﾘｽｸを検討し、ﾘｽｸが認
められる場合は防止策を行い、類似事故防止に努めています。

 徳山工場、つくば事業所では、危険感受性・敢行性のテストを実施しました。これは自身が危険を
危険と感じる力（感受性）と危険なことでも「やってしまう」傾向（敢行性）を評価、認識し、日頃
の業務に活かす取り組みです。今後、2年後に同様のﾃｽﾄを実施します。それまで危険に対する意識向
上教育をﾀｲﾌﾟ別に実施し、構内の労働災害ｾﾞﾛを目指します。

 毎月、第一水曜日（原則）に５Ｓ安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施しています。
 安全の基本は整理整頓にあることから、特にその部分を中心にﾊﾟﾄﾛｰﾙしています。また、危険と思
われる箇所やﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄを実施しなければならない作業も重要な点検項目と位置づけています。 危険
な箇所、作業に関しては、指摘内容を改善させ、危険の芽を早期に摘み取る安全な職場環境作りを目
指しています。     注釈）５Ｓ：（整理・整頓・清掃・清潔・躾）



 当

グリーン調達の方針、目標・実績

環境配慮型製品・サービスの状況
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バリューチェーンマネジメント

 バリューチェーンの概要

 省ｴﾈ法（荷主、輸送業者に係る措置）のうち、ﾄﾗｯｸの改良ﾄﾝｷﾛ法（積載率と車両の燃料種類、最大
積載量別の輸送ﾄﾝｷﾛからｴﾈﾙｷﾞｰ使用量を算定）を指標として、お客様へお届けするまで可能な限り環
境負荷を低減する配送に努めています。

お客様までの
CO２削減供給

0.0262
0.0282

0.0267
0.0249 0.0248

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

【原料調達】 【 開発 】

【 製造 】

【 販売 】

【 廃棄 】

ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ

【米ぬか】

製造過程で
ＣＯ２発生を抑制
する製造計画

【 ﾘｻｲｸﾙ 】



 中期計画（2021-2024）

 当

【財務ﾊｲﾗｲﾄ】

 大
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長期ビジョン

 2021年度を初年度とする「中期計画21-24」は創業90周年（2018年2月）に策定した「ﾁｬﾚﾝｼﾞ90」
を基盤として継承し、次なる創業100周年に向けて、2021年~2024年の4年間を体質改善時期と位置
づけ、当社が目指す方向性の実行計画をより具体的に定めたものです。
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 中期計画（2021-2024）

（中期計画の3つの方針）

1.“成長市場でのプレゼンス”確立と“高性能・高品質製品”の追求

“成長市場でのプレゼンス”確立と“高性能・高品質製品”の追求

マーケットイン思想での用途開発・組織体制の見直し

2.”経営管理”の高度化・適正化

経営執行体制強化

組織・人事制度刷新

バランス管理の適正化

在庫負担の軽減
経営の健全化に向けて在庫削減等の施策の推進

3.持続可能な社会（SDGs）・長期的な事業の発展に向けた“脱重油”への移行準備

脱重油に向けた原料・製法開発

徳山工場の高度化・強靭化
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各設備の停止ﾘｽｸを定量化し、更新投資要否を判断するﾘｽｸﾍﾞｰｽﾒﾝﾃﾅﾝｽ導入、毎年実施していた定
期修理を隔年で行う2年連続運転ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実施、物流・ﾀﾝｸ管理のｼｽﾃﾑ化を検討

長期ビジョン

お客様のﾆｰｽﾞ・当社独自の技術がﾌｨｯﾄする領域を開拓。国内外問わず成長市場（特にｱｼﾞｱの自動
車ﾀｲﾔ向け）に積極参入・ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽ確立を目指すとともに、高機能・高品質ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾅｰ用ﾜｯｸｽの共同
開発・拡販を推進

営業部門と開発部門を統合。ﾏｰｹｯﾄｲﾝ思想でお客様のﾆｰｽﾞを具現化する為に適した組織体制へ移
行し、分子蒸留・ﾗｲｽﾜｯｸｽ等の新たな製品開発に注力

経営企画部を新設し、中期計画の進捗管理を徹底。ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・収益管理強化を図るべく、事業別
採算管理ｼｽﾃﾑの早期導入やｸﾞﾙｰﾌﾟ体制の再構築を実行。外部より経営人材（取締役・執行役員）
を積極登用

当社優秀な人材確保のために、働き甲斐・脱年功序列も考慮した人事制度改革を検討開始。組織
の刷新を実行

原料油購入/重油販売のﾊﾞﾗﾝｽを管理し、当社経営が市況変動に左右されるﾘｽｸを低減する管理手
法の導入。重油の共同購買ｽｷｰﾑの検討。監査部新設によるﾁｪｯｸ機能強化

重油にこだわらない原料の開発、重油生産量を半減可能な製法の開発を目指す



 中期計画（2021-2024）の戦略

1.“成長市場でのプレゼンス”確立と“高機能・高品質製品”の追求

● 成長市場でのプレゼンス確立 −タイヤ老化防止用途
ｱｼﾞｱでは幅広くﾌﾟﾚｾﾞﾝｽ確立を目指しつつ、国内では高機能製品へ注力します

 当

● 高機能・高品質製品の追求 −トナー用途
当社のﾄﾅｰ原料用ﾜｯｸｽは、高付加価値ﾄﾅｰに欠かせざる位置づけにあります

 大気汚染、水質汚濁、PRTR、産業廃棄物、マテリアル収支

● 高機能・高品質製品の追求 −ライスワックス
糠由来のﾗｲｽﾜｯｸｽは、既存品に対する優位性があり、代替機会が存在します
2025年度以降の拡販に向け、本中計期間において自社生産の確立を目指しています
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長期ビジョン（戦略）



 中期計画（2021-2024）の戦略

2.“経営管理”の高度化・適正化

● バランス管理の適正化

 当

 大気汚染、水質汚濁、PRTR、産業廃棄物、マテリアル収支
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購入契約済み原料油数量/販売契約済み重油数量を把握し、価格決定した原料油・重油双方の数
量について一定枠内でのﾊﾞﾗﾝｽに収まるよう日次で管理していきます

価格の確定した原料油/重油双方の数量を一定のﾊﾞﾗﾝｽ枠内に収める目的に限定して商品ﾃﾞ
ﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞを活用します

長期ビジョン（戦略）



 中期計画（2021-2024）の戦略

3.持続可能な社会・長期的な事業の発展に向けた”脱重油”への移行準備

● 脱重油 一定量目標

 当

● 脱重油 −ロードマップ−

 大気汚染、水質汚濁、PRTR、産業廃棄物、マテリアル収支
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長期ビジョン（戦略）

2025年以降、蒸留原料投入量及び重油生産量を半減させるべく、本中計期間においては顧客同意
を得ながら製法を確立します

2027年には蒸留原料油の使用をゼロ、重油生産量を66,000KLに抑え、付加価値の小さい輸出品
を1/4に絞り込むべく、中計期間を通じて準備を進めます



環境マネジメントシステム

1． 環境保全に関する法規制、条例、協定、ならびに当社が規定する自主規制を遵守します。
2．

3．

4．

5．
  

2021年1月4日 日本精蠟株式会社
執行役員 徳山工場長 
環境管理責任者   片岡 憲仁
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重大な環境課題の特定方法

 日本精蝋ｸﾞﾙｰﾌﾟ（徳山工場、つくば事業所およびﾃｸﾉﾜｯｸｽ株式会社）は「天然素材のﾜｯｸｽ」を 主体
とした製品を供給する事業体であることを念頭におき、地球をより健全な状態で子孫に残すことこそ
が私達の責務と捉え、環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの継続的改善に努めます。

 徳山工場をはじめとして当社製品を製造するすべての事業所では、環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの国際規格で
あるISO14001：2015の認証を取得しています。毎年、安全と環境保全を最重要課題とし、地域社会
との共生に努め、製造過程での環境負荷低減や汚染防止に最大限の努力を払っています。取締役会に
おいても重要な環境課題を環境管理責任者が適宜、情報提供を行っております。

 基本理念

事業活動を通じ、ライフサイクルに亘る環境負荷低減に向けた取り組みを推進し、省資源、省エ
ネルギー、廃棄物削減に努めます。
環境マネジメントシステムの適切な運用により、企業としての「意図した成果」を追求するとと
もに継続的な改善活動を実施します。
環境保全活動への積極的な参画による地域社会との共生、ならびに環境配慮型製品の開発に努め
ます。
組織で働く、又は組織のために働くすべての人に環境方針、および地球環境の大切さを周知する
とともに、この方針を公表し、社会と密接な連携を図ります。

基 本 理 念

日本精蝋株式会社徳山工場、つくば事業所およびテクノワックス株式会社は「天然素材の石油系ワッ
クス等」を主体とした製品を供給する事業体であることを念頭におき、地球をより健全な状態で子孫
に残すことが私達の責務と捉え、環境保全活動の継続的な改善に努めます。

環 境 方 針



 環境管理の推進

 

 内 部 監 査

 外 部 監 査
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重大な環境課題の特定方法（リスクマネジメント）

 環境リスクの特定、評価および対応方法

 日本精蝋ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、毎年4〜5月にかけて資格を取得した社内の内部監査員が内部監査を実施して
います。これにより内部監査員の育成と、該当部門の運用・管理状況を確認しています。

 日本精蝋ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、「基本理念」および「環境方針」を基に各部門で想定されうる環境ﾘｽｸを抽
出し、環境改善活動を実施しています。環境管理委員会は、工場長を環境管理責任者とし、各部門の
部長からなる環境管理推進責任者、課長からなる環境管理実施責任者をﾒﾝﾊﾞｰとし、原則四半期毎に
開催しています。主な活動としては、年間計画の立案、内部監査の実施、環境改善活動の評価を行っ
ています。
 また、環境管理委員会のもとに省ｴﾈﾙｷﾞｰ推進委員会を設置し、ﾀｲﾑﾘｰな原単位の把握及び原単位削
減に寄与する省ｴﾈ活動に取り組んでいます。

日本精蝋株式会社 徳山工場
つくば事業所、ﾃｸﾉﾜｯｸｽ（株）

NIPPON SEIRO
(THAILAND) CO.,LTD.

 内部監査の結果は、事務局を通じて環境管理責任者へ報告され、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰに反映されます。

 徳山工場では、認証機関DNV
によるISO14001：2015の認証
監査が毎年実施されており、
2021年も特に問題なく認証され
ました。

 ＮIPPOＮ SEIRO
(THAILAND) CO.,LTD.において
も認証機関SGSによる
ISO14001：2015の監査が実施
され、特に問題なく認証されま
した。

【環境管理組織図】
環境管理実施責任者

内部監査

環境管理責任者 環境管理副責任者

法定管理者

環境管理推進責任者

省ｴﾈﾙｷﾞｰ推進委員会

環境管理委員会



 大気汚染防止

 当

 水質汚濁防止
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COD排出量

参考資料 主な環境課題とその実績実績評価指標 〜気候変動・水資源〜

硫黄酸化物・窒素酸化物発生量 燃油使用量

 徳山工場では、工場の排水を処理した後、瀬戸内
海に排出しています。その排水はCOD等厳しい法的
規制値をｸﾘｱしています。
 当工場は周南市と環境保全協定を締結し、COD以
外にもSS、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ、鉛等、多くの項目で規制値を
定め、毎月、測定結果を報告しています。また、こ
の規制値よりさらに厳しい基準値を社内で設定し、
その基準値を遵守するように取り組んでいます。
 2021年2月にCOD協定値外れがありました。再発
防止策を徹底し、周南市へ報告しております。

 当工場には、大気汚染防止法の対象となるばい煙発生施設があります。この施設から排出される大
気汚染物質には規制がありますが、法に関わる排出基準は何れもｸﾘｱしています。
 燃油使用量は、製造量によって増減するものの、極端な量の違いは見られません。合わせて、この
燃油を燃焼することに伴って排出される窒素酸化物（NOx）は、例年大きな変化はありません。今後
は、窒素分の少ない代替の燃料や最高燃焼温度下げる等を検討し、環境負荷低減に向けた取り組みを
進めていきます。
 一方、硫黄酸化物（SOx）については、2019年以降、硫黄分の少ない燃料を使用したことにより、
硫黄分の排出を抑制することに繋がりました。
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 PRTR対象物質の排出

【ＰＲＴＲ排出量】 【水域への排出】

 当
【大気への排出】

注釈)

 産業廃棄物(汚泥)の削減とリサイクルの推進
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参考資料 主な環境課題とその実績実績評価指標 〜化学物質、産業廃棄物〜

 徳山工場では、ＰＲＴＲ法に基づき、届出対象物質は毎年6月、山口県へ排出量を報告しています。
ＰＲＴＲ対象物質を使用する種類については、増加はありませんが、生産する品種に伴って増加する
ＰＲＴＲ対象物質があります。今年度は、ﾄﾙｴﾝの使用量が大幅に増加したため、昨年よりも増加とな
りました。

産業廃棄物(汚泥)の処分状況

PRTR(Pollutant Release and Transfer Register ：
 化学物質排出移動届出制度)とは、有害性のある多種多様な化学物質が、どのような発生源か
ら、どれくらい環境中に排出されたか、あるいは廃棄物として事業所外へ運び出されたかという
数量を集計し、公表する仕組みです。

 徳山工場では、産業廃棄物の削減に努めておりま
す。
 ﾜｯｸｽを生産するに当たっては、必ず産業廃棄物が
発生しますが、ﾘｻｲｸﾙまたは有価物として再生利用可
能となるように努力しています。
    今後は、製造工程を根本的に見直し、産業廃棄物
を発生させない手法によって排出量削減、環境にや
さしい製造生産体制を検討していきます。

【2020年度】

22.1ｔ

【2021年度】

27.8ｔ

24t

3.8t

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

埋立 有価物 リサイクル 単位：t



 マテリアル収支

 事業活動において発生するｴﾈﾙｷﾞｰについては、INPUTとOUTPUTを把握するとともに、
地球の環境負荷低減に向けたｼｮｳｴﾈﾙｷﾞｰ化を検討、取り組んでいます。
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参考資料 主な環境課題とその実績実績評価指標 〜ﾏﾃﾘｱﾙ収支〜

INPUT

石油原料

287,613㎘

水

391,069ｔ

海水

13,093,645ｔ

副資材

5094.6ｔ

電気

7,882,464kWh

燃料

30,210㎘

製造 OUTPUT
ﾜｯｸｽ

76,224t

重油

173,019㎘

COD

40ｔ

PRTR対象物質

27.8ｔ

産業廃棄物

3,208.2ｔ

排出水

13,494,780ｔ



〒104-0031 東京都中央区京橋2丁目5番18号（京橋創生館10階）

〔お問い合わせ先〕
日本精蠟株式会社 徳山工場 技術部 環境保安課
〒745-0803 山口県周南市大字大島850番地
TEL：0834-84-0323     FAX：0834-84-0860

日本精蠟株式会社


